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研究主題 r個 に応 じた指導 内容 と、その充 実 を図 る方法の 研究 開発 」

～教員間の相互研鎭 を通 して～

研究の概要

生 徒 一 人 一 人 に 「確 か な学力 」 をは ぐ くむ ため にr個 に応 じた 指導 の一層 の充 実 」が 求 め ら

れ て い る。理 科 部会 で は、様 々な教科 の教 員 の観察 の 下 で、 評価 の4観 点 を踏 ま えた個 に応 じ

た指 導 を授 業 で実 践 した。 そ の際 に、教員 に よる授 業観 察 シー ト、生 徒 に よる授 業 評価 、授 業

プ リン トな どを工 夫 し、それ らか ら得 られ る情 報 を も とに研 究協議 を行 うことで個 に応 じた指

導 の 一層 の 充 実 を図 る方法 を研 究 した.

1研 究 の 臼 的

社会 変化 の激 しい 中、生徒 一人 一人 が 自 らの個性 を発 揮 し、主 体的 に生 きてい くた め には 、

「確 か な 学力 」 の育成 が必 要で ある。 そ のた めに は 、生徒 一人 一人 に とって、毎 日の授 業 が

分 か る授 業 であ り、個 性 を発 揮 で き る場 で あ るこ とが重 要 で ある。 そのた めに も 「個 に応 じ

た 指 導 」 が 必要 とな る。

平 成15年12月 に、学 習指 導要領 の 一部 改正 が行 われf個 に応 じた指 導の 一層 の充 実 」

が 求 め られ た。教 員 は、各 学校 の実態 に合 わせて授 業 の 中 で生徒 一 人一人 の理解 度 を把握 し

て 「個 に応 じた指 導 の充 実」 に努 めて きた。 しか

し、理 科 にお い ては 、同 一科 目の教 員が 二人 以上

い る環 壌 が ない た め、 自己の実 践 を振 り返 る こ と

に 不 十 分 な点 が あっ た。 この課題 を解 決す るため

に は、 他 の教 科 の教 員に も授 業 を観 察 して も ら う

必 要 が あ るが、 この こ とを意 識 した授 業観 察 と協

議 の実 践 は多 い とは 言 えない。

本研 究 で は、「個 に応 じた指 導」の 充実 を更 に図

る た めに 、評 価 の4観 点 を踏 ま えた 学習指 導案 を

作 成 し、授 業 実践 を行 った、 また授 業の 実践 を他

の 教 員 が襯 察 し、課題 点 を明確 にす るな ど、研 究

協議 をす るこ とで 「個 に応 じた指 導 」 を よ り充実

させ る こ とに した。

以 上 の こ とを踏 ま えて 、今 回の研究 開発 で は 、

教 員 に よ る授 業観 察 シー ト、生徒 に よ る授業 評価 、

授 業プ リン トを工夫 して授 業実 践 を行い 、 それ ら

か ら得 られ る情 報 に基づ いて研 究 協議 を行 うこ と

で 「個 に応 じた指 導 の充 実」 を図 る方法 を模 索 し

て 、今後 の教 育 実践 に役 立 て る ことを 目的 とす る。
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皿 研 究 の 方 法

今 年 度掲 げた研 究主 題 の骨子 は 「個 に応 じた 指導 」 と 「個 に応 じた指導 を充 実 させ る方 法

の 開 発 」 で あ るか ら、次 の2つ の柱 を主軸 として研 究 を進 め るこ と と した。

1個 に応 じた指 導

国 立教 育政策 研 究所 「評 価 規準 、評価 方 法等 の研 究 開発(中 間整 理)」 が示 した評 価 の4観

点O関 心 ・意欲 ・態 度 、○ 実験 観 察 の技 能 ・表 現 、O思 考 ・判断 、O知 識 ・理 解 、 を踏 ま え

て 、 生徒 一人 一人 が主体 的 に学 習活 動す るよ うに、 次の段 階 で授 業 展開 を工夫 した。 ① 授業

の 目標 を 自覚 させ る.又 は、段 階 的 に設定 した 目標 を生 徒 自身 に選 択 させ る。 ② 目標 を 達成

した 場合 には、更 に発展 的 な 内容 を 目指 して学習 活動 を続 け させ る.あ るい は 、生徒 自身 が

選 択 した 目標 が 自己の学習 状況 か ら見て適 正 だった か を考 え させ る。③ 目標 を達成 で きな い

程 度 に合 わせて 、目標 を達 成す るた め の学 習方 法 を全体 に提示 した り、個 別指 導 を行 った り、

個 に 応 じた指導 を行 う。

更 に 、生 徒の学 習活 動 にお い て、授 業観 察す る視 点 と、 個 に応 じた指 導 と して の評 価 の 規

準 を設 定す る ことで、評価 しや す く した。

2個 に応 じた指 導 を充実 させ る方 法

生 徒 及 び授業観 察 を した教 員 か ら得 られた意 見 を集 約 し、 その結 果 を も とに研 究協 議 を行

い、 授 業 改善 に向 けた具 体的 な議 論 がで きる よ うに した 。

(1)生 徒 に よる授 業 評価及 び 教員 に よる授 業観 察 シー トで の 工夫

授 業観 察 シー トと学 習指 導案 の 内容 を4観 点 を踏 ま えて対応 させ 、授業 の観 察 と記 録 を

同時 に で き るよ うに した。 ま た、 観察 項 目を、授 業 を成 立 させ るた め の一般 的 な項 目 とそ

の授 業 にお け る 「個 に応 じた指 導 」 にかか わ る項 目 とに分 け 、項 目数 も最小 限 にす る こ と

で、 充 分 な観 察 を行 え る よ うに した.こ の ことで 、理 科 以 外 の教 科 ・科 目の教員 に も記録

しや す くな り、 また、 分析 に かか る時 間 を短 縮 して結 果 を授 業 直後 の研 究協議 に用 い る こ

とが で きた。 更 に、全 教科 ・科 目の教 員が観 察で き るよ うに授 業観察 シー トの使 い勝 手 に

関 す る調査 も行 った。 また 、生 徒 に よる授 業評価 を教 員 に よる授 業観 察 シー トの項 目 とそ

ろ え る こ とで、 生徒 と教員 の意 識 の ズ レな どを見 やす く した.

(2)授 業 プ リン トでの 工夫

段 階的 に設 定 した 目標 を生徒 自身 に選択 でき る よ うに工 夫 し、更 に発展 的 な 内容 を 目指

して 学 習活 動 を続 け られ る よ うに した。 また、生 徒 の 自己評価 を授業 プ リン トに書 き込 ま

せ て 分析 しや す くした。

(3)研 究 協議 での 工夫

研 究 協議 では 、教員 に よる授 業観 察 シー トに あ る項 目をも とに議論 した。 また 、議 論す

る襟 に は、授 業後 に回 収 した プ リン ト類 か ら得 られ た数値 を用 いた。 そ して、 そ の授 業 で

の 「個 に応 じた指 導」 の 内容 を具 体的 にす る こ とで 、教 員 ご とのr個 に応 じた指 導 」 へ の

考 え方 にっ いて一 定の 方 向性 を も った。

以 上 述 べた よ うに、個 に応 じた指 導 を明確 に して 、他 の 科 目の教 員 が授業 を観 察す る こ と

で 、 期 待 され る成果 は得 られ る。 授 業力 向上 を 目指 す場 合 に は、他 の学 校 との連 携 を図 る こ

とが で きれ ば 、 よ り充実 した研 修 に な る。
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皿 研究の 内容

1物 理 ・生物における授粟改善の方法

(1)学 習指 導案 に っい て

学 習指 導案 には 、生 徒 のU学習活動 を4観 点評価

の どの項 目で評 価す るの か、 また 、そ こでの規 準

は具 体 的 に ど うい う内容 か、 記載す るこ と とした

(表1)e

(2)参 観 教 員に よる授 業評 価

教 員 に よる授 業 評価 は 、授 業者 の授 業方 法 に対

す る評価 と、授 業 中の 生徒 の様 子か ら見 て取れ る

評価 の2種 類 に分類 した。授 業者 に対す る評価 は 、

授 業全般 に関す る3項 目 と個 に応 じた指 導 にっ い

ての2項 目と した。生 徒 の様 子 か ら見 て取れ る評

価 は 評価 の4観 点を踏 ま えて5項 目 とした(表2)e

物理 ・生物 で は、2時 間連 続 の実験 に よる授 業

につ い て授 業評価 を行 った。 個 に応 じた指 導 を、

生 徒 一 人 ・一人の 質問や っ まず きに対応 す るこ とは

もち ろん、 実験操 作や 理 解 の進 度 の違 う生 徒 に発

展的 課題 や 補充 的課題 を与 え る こ と、生徒 の 「関

心 ・意欲 ・態度 」 「知識 ・理解 」 「思 考 ・判断力 」

「技 能 ・衷 現」 の4観 点 に対す る到 達度 を把握 す

る こ とと とら えた。

(3)生 徒 に よる授 業評 価

授 業 を 教 員 と生 徒 の 双 方 か ら評 価 で き る よ う

に、教 員 に よ る授 業観 察 シー トと対応 させ て 、表

3の 項 目と したe

(4)評 価 方 法

参観 教員 に よる授 業 評価 は 、1回 の授業 観察 で、

日常 的 に授 業者 が どの よ うな授 業を行 っ てい るの

か評価 す る。 しか し、生 徒 に よる授 業評価 は 、単

元終 了後 に行 い 、そ の単 元の 複数 回 の授 業の総 合

評 価 とな る。 この こ とを踏 ま えてそれ ぞれ の シー

トの 分析 を行 うこ とと した。(それ ぞれ の 評価項 目

につ い ては 、そ う思 う(4点)、 だい たい そ う思 う

(3点)、 あま りそ う思わ ない(2点)、 全 くそ う思 わ ない(1点)と して 、数値 化 して分 析 の

目安 とした。)

(5)物 理 ・生物 で の実 践例

①A校 で の実践(物 理1)

A校 で は 「物 理1」 を3学 年 に3単 位 で行 っ てい る。 実験 操 作 は比較 的容 易 に行 い 、 実

験 結 果 も出せ るが 、ま とめや 考 察 をす る こ とが苦 手 な 生徒 が 多い。 また、数 値 を扱 うこ と

も不 得意 で あ る。 そ こで、 実験 か ら現象 を理 解す る こ とで 物 理の 本質 を学 べ る よ うに授 業

を計 画 した 。2学 期 初 め に 「運 動 の法則 」 の単 元 で行 っ た授 業 におい て 、本 研究 で作成 し

た シー トを も とに教 員 と生徒 に よる評価 を実施 した。2学 期 中間 試験後 に 「仕事 と運 動 ヱ
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ネ ル ギー の関係 」の 単元 で、評 価 を も とに改 善 した授 業 を行 い ・教員 と生徒 に よる再評 価

を実 施 した。

ア 授 業 評価(改 善 前)と 改 善 内容

教員 に よる授 業評 価 は 、1時 間 の授 業全体 に対 して4観 点 各 項 目の評価 を行 う・ しか

し、学 習指 導案 で も示 した よ うに、1つ の観 点 に関係 す る生徒 の学 習活 動 の場 面 が複数

あ る に もか か わ らず 、評価 を書 き込 む箇所 が1つ しか な い場合 が あ ったの で 、 どち らの

学 習活 動 に注 目した か に よっ て観 察 した教 員 の評価 が分 かれ た。 そ こで 、1時 間 の授 業

に同 じ観 点 に関係す る学 習活 動 の場 面が複 数 あ る場 合 には、 その授 業 にお い て よ り重要

で あ る方 をキー ポイ ン トと して設定 す る こ とで 、観 察者 が評価 しや す くな り、命 析 しや

す くな ると考 えた。 実際 には 、そ の キー ポ イ ン トを授 業 プ リン ト上 で 下線 を引 くな どし

て強 調す る こ ととした。 それ は 、生徒 に キーポ イ ン トを意識 させ る効果 を ね らっ た もの

で あ る。 特 に、経験年 数 の浅 い教 員 の場合 、授 業全 体 を 見渡 し評価 す るこ とが難 しい。

また、物 理 とい う科 目の特 性 と して 、前述 の キー ポイ ン トは 「こ こが理 解 で きな けれ

ば 次 に進 めな い」 とい う部分 に相 当す る。 そ こで 、重 点的 に 評価 して欲 しい キー ポ イ ン

トとな る箇所 の評価 規準 の所 に下線 を引 くこ とで 、授 業 改善 の ポイ ン トを明確 にで き た。

イ 授 業評 価(改 善後)

改 善 前の授 業 では 、教員 用評 価 項 目⑤ の値 が低 か っ た。 そ こで 、生 徒 の理解 進 度 の違

い に よって 、実験 の種類 、描 くグ ラフの種類 、考 察 の 内容 も選択 で き る よ うに して 個 に

応 じた 指導 と した 。そ の結果 、評価 が2.3か ら3.7と 飛 躍 的 に改善 し、他 の教員 か ら見

て も個 に応 じてい る と判 断 され る授 業 内容 にな っ た。 また 、生徒 用評 価項 目⑦ の値 が低

か った。 この こ とは 、改 善前 の授 業 で用い た 「力 学 台 車 と記 録 タイマ ー 」が 日常 的 な も

の で ないの で な じみ に くい とい う要素 もあ る と判 断 し、改 善 した授 業 では親 しみ の ある

「ビー 玉や ビー ス ピ」 を用 いた とこ ろ評価 は2.6か ら3.1に 上昇 し、授 業 の改 善 を行

うこ とが で きた。

表4教 員による授業評価 表5生 徒にょる摂業評価

翻価分顛 評値■ 目 醸聲" 改量磯 解価分頗 評層項 目 故晋呵 改聾陵

韓負

① 盟明は はつきりしていてわ かりやす. 苫o 37

教員

①鰻 明偉櫨う謄りしていてわ かりやす. 3.o 31

⑭ 糧書 陰見やすくてわか りやすい, 宝9 37 ②橿 書は見やすくてわか りやすい, 30 31

⑰繋の違む還さはちようど良い. 27 51 ③ 粟の進む趣さはちょうど良い. 2.9 き.1

④ 生倭の 質暦 や偉 貫仁倉らん と封応Lて い 29 37 ④生慌の髄 問や晃重にきちん と対応してい 3.1 31

⑰生優 の儒1重・龍 力の遅い壱壇解してい衝畠 23 呂7 ㊥ 生徒㊥酋往 ・雌 力の遮い看環纏 してい{』. 37 36

生徒

⑤隈撃 に積極的 に融り姻んでい軌 30 40

生憧

⑲掻 準に積 橿的に融蝿 んでいる. 31 3,琵

⑦掻粟に属殊壱搏,て い蚤. 31 93 ⑦ 槻桑に膚昧を持うてい石. 26 3.1

⑰掻 婁の内響 誉層 溺Lて い㌫ 29 通q ⑭慢璽の内喜壱環醒している. 28 30

⑨掻 婁の中で生櫨が脅えてい石。 30 33 ⑨慢桑の中で生徒 廿脅えてい蚤. 29 30

⑪実験 や臓隔書スムーズに行うていξ}. 30 3.3 ⑰実験や橡題壱スムーズに特 って」、る魯 29 29

{宴前授業は7人 、改善授業はそのうち艀価の厳しかった3人}(2ク ラス44人)

②B校 で の実践(生 物1)

B校 は 旧課程 で は、2学 年 か ら類 型 に分か れ 、生 物 は 同 じ単位 数 なが ら文 系類 型 クラ ス

と理 ・準理 系類 型 ク ラスで授 業 内容 ・進 度に違 い を もたせ て授 業 を行 ってい た。 新 課 程 に

な り、「生 物1」 はすべ て共 通 の内容 ・進 度で行 うこ とに な ったeそ の結 果 、多数 を 占め る

文 系志 向 の生 徒 に内容 ・進度 を合 わせ る形 に な り、理 系志 向の生徒 の 学力 を伸 ばす 点 で少

なか らず 課題 が生 じた。B校 で は、1学 期後 半か ら 「細 胞 の働 き と構 造 」 の単元 に入 る。

この 単元 では 、「顕微 鏡 の扱い 」と 「細胞 膜 の性 質 の理 解」に個 人差 が現 れや す い。そ こで 、

この2つ の内容 に 関 して 、評 価 の4観 点 を踏 まえ てすべ て の生 徒 に共通 な 目標 を設 定 す る

と ともに 、意欲や 理解 力 の高 い生 徒 が さ らに発展 的 な 内容 に取 り組 む こ とが で き る授 業 を
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行 うこ とに した。

ア 個に応 じた指 導 計画 の作成 と授 業 の実施(1学 期 、単 元前 半)

単元 「細 胞 の働 き と構 造」につ いて4観 点 に よ る評価規 準 を作 成 し(表6)、 指 導 計画

を立 てた(表7)。 指導 計画 の うち、「顕微鏡 の使 い方 」、「ミク ロメー ター を用 い た測 定 ・

原 形質 流 動1の2つ の実 験 に よ る授 業 に関 して 、す べ て の生徒 が取 り組 む 共通 な基 本 実

験 と よ り発 展 的 な実 験 を組 み合 わせ た 習熟度 別 ・進 度別 の 指導案 をっ く り、授 業 を実 施

した。

衰6爵 礪糎箪

昌わ

曝醒 や鱒逢を口粟しよう

葡駒は生輪4騨朧龍上

■鯛 単位■畠ることを層

衰7櫓 導計圃

蘭鞠網嘲1と霞遺現象

轄轍細塵と浸置寝摩

悼積と温遺旺.遇 駅遡過嘘

原鱒賞玲離n眼 曜{喪 髄}

壁
鵬

イ 生徒 に よる授 業評 価及 び他 の教員 に よる指 導 案 の 評価(1学 期 、 単元前 半終 了後)

1学 期 の授 業 が終 わ り単 元 の前半 が終 了 した時 点 で 、評価 シー トに基づ い て生徒 に よ

る授 業評 価 を行 った。 結 果 は表8(単 元前 半終 了後)の よ うにな った。 教 員 に対す る評

価 に関 しては、項 目③(授 業 の進む 速 さはち ょう どよい。)が 、 自己評 価 に関 して は 、項

目⑥(授 業 に積極 的 に取 り組 ん だ。)と 項 目⑨(授 業 の 中で 自分 な りに考 え るこ とが で き

た。)が 低 い評価 で あ った。また 、指導案 、実験 プ リン トを複数 の理科教 員 に 見せ た とこ

ろ 、「実験 プ リン トが詰 め込 みす ぎで、生徒 が内容 を理 解 しきれ な いの では ない か。」、「4

観 点別 評価 を どの よ うに行 うのかが は っき りしな い。」 とい った問題 点 の指摘 を受 けた。

ウ 授 業改 善の試 み(2学 期 、 単元後 半)

これ らの結 果 を もとに 、2学 期 の 「原形 質分 離 の 観 察」授 業 にお いて 、授 業の 改 善 を

図 るこ とに した。B校 では 昨年 度 、 この実験 は原 形 質 分離 現 象 の観 察のみ に と どま り、

生 徒 に溶 液 の濃度 と浸透 圧 の 関係 を 十分 に考察 させ る まで には 至 ってい なか った 。 そ こ

で 、原 形 質分 離 現象 の 観察 が で きる こ とを共 通 の到 達 目標 と しなが ら、等 張 液 の濃 度 を

推 定す る実験 も発 展 的 に行 うこ とが でき るよ うに授 業 を計画 した。 その 際、 プ リン トの

文 章 を減 ら し、板 書に 図 を多 く用 い て実験 手順 を で き るだ け視覚化 して 生徒 に提 示 す る

こと と、 レポー トの課題 を4観 点 の評 価規 準 と対 照 しや す い形 式 にす るこ との2点 に特

に留 意 した。

寝8生 捷による掻桑評価く2クラス.77毛)

癖価
分嬬 脚価項臼

平均値
単量薗半畢 元2学 期
"7臓 臨7櫨 中闇堕

轍 畳

`1}生1

⑤ レ

①説 明1孟はっ妻りしていてわ かりやすい. 32a53.2

②極書雌見やΨくてわかりやすい. 呂雪35a1

(1脹薬の避贈鑑さはちょうどよい. ユ72,02.4

匡のIII'間や艶■に響ちんと封露 していも 323,333
Ilト1=どの樫出物襲きちんとみてい㌫

a3-●35

噸…朔

Q別

生盤(i凋

婿開I

q闘1

1臨に積極的に融り岨んな. 含732 31

匡に.瞭 壷掃 うこ1・がで書た. 3,032 29

駐の 陶8解 環鱒 で書た. z82.9 25

ヨ匡の 田で田分な りに尋えもことが で唐た。 202目 26

験や課■蒼スムーズに行うことがで書た. =M33 32

ヤ ⑭の解唖信2学 湖中聞擾に行,た.

豪9象 曼によろ擾粟絆櫨偲名}

礪
蛆
騨
分

敏員

生鮭

RM目

1,tし τい 、し い
1か 告 い

の ■1う よい

の や こ ん い

の ・ の い てい

に に 」 い

1:r⊃ い

理 してい

の で 民てい

や スムー に 一つてい

茜

輩

謡
亜
謡
而
要
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エ 生 徒 ・教員 に よる授 業評 価 お よび研 究 協議(2学 期 ・単 元終 了後)

「原 形質分 離の観 察」 が 終 わ り、単元 が終 了 した 時 点

で 、再 び生徒 による授業 評 価 を行 った。 結果 は表8(単

元終 了後)の よ うにな った.ま た 、 この授 業 を他 教 科 の

教員 を含 む8名 の教 員 に観 察 して も らい 、授 業観 察 シー

トに基 づ いて教 員の視 点 か らの授 業 評価 を実 施 し、そ の

後 、研 究 協議 を行 った.生 徒 に よる授 業評価 で は、 ほ と

国2隔 質票

テ ー ▼'庫 溺質分露棚

書
恥't麟 引 ●

闘 ・騨■

邑1旧馳■口鷲・輯

彗国卜朝

凸・篤寵よL、

o.凄 亀馳

唱=嘔う聾L聾 力,● 昼

o;ら,と 欄歯鵬 墨

=メ ント望尋畳慶o畳 直り櫨翻こチャレンリL控」こ.2uよい.

身粛雌貿闘e騨 唐奪嘔塵典ないこと,
λケ,チ 魯もう,Lて い瓢 ・に書くこと・
掴塵帽 盆畳融陛 蝦剛O■ 値壷も西一直宣■しt5.

ん どの項 目で評価 の上昇 がみ られ た。教員 に よる評価 もおお む ね 良好で あ ったが(表9)、

研 究 協議 で は、4観 点別 評価 と個 に対応 した 指導 の 関係 が は っき りしない とい う意 見 が

多 か っ た。 そ こで 、 この点 を改 善 す るため に 、図2の よ うな評価 票 を作成 し、 生徒 に配

布 した、

オ 生 徒 に よ る授業 評価(2学 期 、中 間考査後)

「細 胞の働 き と構 造 」 の単 元終 了後 、次 の単 元 に入 り、 中間考査 を実施 した。 中間 考

査 後 、 生徒 に よる授 業 評価 を行 った ところ、表8(2学 期 中間後)の よ うな結 果 とな っ

た。項 目⑤(レ ポー トな どの提 出物 を き ちん とみ て い る。)の評価 が大 き く上昇 してお り、

評価 票 作成 の効果 がみ られ る。ま た 、項 目⑥(授 業 に積 極 的 に取 り組 ん だ。)も1学 期 に

比 べ 上 昇 してお り、発 展的 実験 に取 り組ん だ生 徒 ほ ど高 い評価 を っ けてい る こ とか ら、

発 展 的 な実 験が生 徒 の意欲 を引 き出す 効果 が あ った もの と考 えられ る。しか し、項 目③ 、

項 目⑧ の よ うに1学 期 よ りも評 価 が 下が っ た もの もあ る。これ は、「細胞 膜 の性質 」の 内

容 に多 くの 時 間を割 いた た めに 、そ の後 の授 業が 生徒 に とってやや 物足 りなか ったた め

と推 察 され る,

(6)物 理 ・生物 での成 果 と課題

物 理 ・生物 で は、共通 の到 達 目標 をべ 一 ス と しなが ら、 学習 に対す る意欲や 理解 力 の高

い 生徒 が よ り発展 的な 内容 を学 習 で き るよ う指 導す る こ とを個 に応 じた指導 の一 っ の在 り

方 とと らえ 、主 に実験 に よ る授 業 に関 して授 業 実 践 を行 った。指 導 の 充実 を図 るた めに、

評 価 の4観 点及び 個 に応 じた指 導 を考 慮 した 共通 の評価 シー トを用 い て、生 徒 、教 員の2

っ の 立場 か ら授業評 価 を して も らい 、研 究 協議 を 実施 して 、 それ らを も とに授 業 の 改 善に

取 り組 んだ。 そ の結果 、 十分 とは 言 えな い まで も、一 定の 成果 を上 げ る こ とがで きた。 し

か し、個 々の 内容や 単元 ご とに成果 を上 げ る ことがで きて も、授業 時数 の制約 な どに よ り、

1年 間 の授業 の ト・一タル として 十分 な成 果 を上げ る こ とは な かなか難 しいeさ らに多.くの

授 業 内容 で個 に応 じた指 導法 が研 究 され 、それ らを学校 の 実状 に応 じて精 選 して い くこ と

が 必 要 であ る と考 えられ る。

2化 学 に おけ る授業改 善の 方法

(1)個 に応 じた指 導 のた めの授 業 評価 シー トの作成

① 個 に応 じた指 導 の と らえ方

学 習 にお ける理解 度 と達成 感 は 、生徒 一人 一 人様 々 で あ る。生 徒全 員 が同 じ 目標 を掲 げ

て も、容 易 に達成 で きて しま う生徒 と、精 一杯 の努 力 を して も 目標 が 達成 で きない 生徒 が 、

ク ラス の中 に共存す る。 私 た ちは 、個 に応 じた指 導 とは理解 で き る速 さや 深 さに相違 はあ

って も、個 々の生徒 が 同様 に達成 感 を得 られ る授 業の 内容 に ある と考 えた。 そ こで授 業 ご

とに共 通 の大 目標 を理解 させ た 上 で個 に応 じた指導 として 、次 のア 、イ の内容 を指 導方 法

にす る こ とが有 効で あ る と考 えた。

ア 生 徒 一人 一人 に、授 業 にお け る 自分 の 目標 を設定 させ 、そ の 目標 に対す る達成 の過 程

を分 析 させ るこ とで 自分 の状 況 を理 解 させ る。
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イ 個 々 に設 定 した 目標 が 自分 の学 習状 況 と比べ て 妥 当

か を判 断 させ て、容 易 な 目標 を選 択 した生徒 には よ り

発 展 的 な 目標 を選択す る よ うに、 また 、 自己の学 習状

況 に対応 しな い 目標 を選択 した 生徒 には.目 標 を設 定

す る場 面 での机 間指 導時 や 目標 へ の到 達度 を数 値化 す

る際 に指 導 を行 った。 ま た、今 回 の研 究授 業 の実践 に

お い ては 、 一人 一人 の生徒 が 妥 当な 目標 を立 てる よ う

に な った とき と、 目標 を達成 で きな かっ た場合 にそ の

目標 を達 成す るため の学 習方 法 を理 解 した ときを もっ

て、 個 に応 じた指 導 がな され た と判 断 した。

② 観 察者 向 け授 業観 察 シー トの 作成

下 記 の アか ら ウの 内容 をA3二 つ 折 り両 面印 刷(4ペ

ー ジ)に ま とめた。観察者 が 記入 しや す くかつ混 乱 しな い

よ う、印刷 物 は最小 限 に した。

ア 学習指 導案

本時 の流 れや 指導 方法 を記 入 し、指導 案 に気付 い た

点 を書 き込 ん で も ら うよ うに した。 また、本 時の 流れ

の 中で は 、教員 と生 徒 の活動 とと もに 、個 に応 じた指

導 が観 点別 評価 の どの よ うな規 準 に対応 す るのか を確

認 で き るよ うに した。

イ 授 業観 察 シー ト

ー般 的 な項 目と して
、授 業 を進 め る うえで最低 限 守

られ て い るべ き話の 聞 きやす さ と板 書 の見や す さを評

価 の観 点 と した。

ウ 見 学者(観 察 した教 員)向 け アン ケー ト

目標設 定 の仕 方やSTEPご との学 習方 法 につ いて 適 当か ど うかを評 価 の 観点 と した。

この項 目は生 徒用授 業確 認 シー トのな かの 質 問項 目 と対応 してお り、教 員か ら見 た生 徒

の 理解度 と、生徒 自身 が感 じる理解 度 に相違 が生 じな い こ とを求 めた。

③ 生 徒 向 け授 業確 認 シー ト

本 時 の大 目標 を提示 し、ポイ ン トご とに各 自が達成 で き るSTEP目 標 を決 め させ た 。授

業の ま とめにお いて 達成 で きたSTEPの 確 認 と、STEP目 標 の設定 は安 易で は なか っ たか

を確 認 させ 、実 力 に見合 った問題 を提示 す るな どで フ ォ ロー を行 った。

具体 的 には 、授 業 の始 め に各 自授 業確 認 シー トのSTEPに 目標 ライ ン を引き 、そ こまで

の問題 に正解 であれ ばO、 正解 で きなけれ

ばxを 付 け させた 。 また 、他 教 科 も含 め た

教 員 に よる授 業観 察 を通 して 、教 員対 象 の

授 業観 察 シー ト及 び今 回の授 業 観 察 シー ト

や 校 内研 修 にっ い ての ア ンケー ト調査 を行

った。 その 結果 を踏 ま え 、生徒 の授 業評価

で 低 か った項 目にっ い て授 業 改 善 を行 った。

(2)化 学 での 実践 例

①C校 での 実践(化 学ll)

C校 は 単位 制 で 、化 学 皿は3年 次 の 自由選 択 科 目で ある。化 学 で受験 す る生徒 、進 学 先
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が化 学分 野で あ る生徒 、 一般 教養 と して履修 す る生 徒 な ど様 々で あ る。今 回の授 業 は、反

応 速度 と化学 平衡 の内審 を取 り上 げた。化 学 の中 で も数 学 的要素 が強 く、理解 度 に差 が生

じやす い.個 に応 じた指 導 が 十分必 要 な分 野 であ る と考 え られ る。 実践授 業 は他教 科 を 中

心 と した7名 の教 員の 協力 の もと行 った。 その直 後研 究 協議 会 を開 き、直接 、意 見 をい た

だ いた 。研 究協議 の後 、改 善策 を取 り入れ た授業 を生 徒 の 授業確 認 シー トを使 いな が ら行

っ た。

3点 の質 問 に関 して、教 員 、 生徒 共 に、全 体的 にほ ぼ肯 定 であ る回答 を示 した(表12)。

しか し、生徒 と教員 に対 して同様 の質 問を行 いな が らも生 徒 の平 均値 が低 か っ た④(生 徒 に

お い て は②)の 項 目に つい ては 、認 識 の差 が生 じた と考 え られ る。

この よ うな結 果 を提 示 し、次 の授 業 で生 かせ るよ うに 、研 究授 業 実施 日の うちに研 究協

議 を もっ た。 その中で 「授業 の開始 時 に 、これ か ら どん な 内容 の授 業 をす るのか 、 目標 を

提 示す るのは効果 的で 、他 の教科 に も活用 で きる」 と意 見 が出 され た.ま た 、「こ の 目標 設

定 型STEPシ ー トは授 業 ご とに行 うに は確 認 す るた めに 時間 を 多 く使 わ なけれ ば な らな

い」とい う意 見や 、「単 元 の区切 りに この確認 シー トを使 い 、最 終的 には 自 ら目標 を設 定 で

き る よ うになれ ば よい」 とい う意 見 が出 され た。 ま た各 自の 目標 設 定 につい て は、新 しい

分 野 で あ る と内容 が推 測 で きず 設 定 しに くいの で 、POINTを 前 回 と今 回 の授 業 内容 の確

認(問 い)2箇 所 に絞 り、単 元が 更 に進 んだ段 階で 実施 す る よ うにシー トを改 良 した。

そ して 、次遁 の授 業に実 践 した とこ ろ② の項 目に 対す る回答 は 、大 半の生 徒 が肯定 して

い る とい う結果 を得 る こ とが で きた。 平均値 として は3.3と な り、改 善が み られ た。

今 回 この 目標 設定型授 業確 認 シー トは 初めて の実 施で あった た め 、 どの よ うな基準 で 目

標 を設 定 した らよいか戸 惑 う生徒 もいた が、 目標 の 選択 方 法 が理解 で き、実 際 に回答 がで

き る と、生 徒 一人一 人 に妥 当な 目標 を立 て られ 、そ れ に対す る達成 感 を もっ こ とが で きた

よ うだ 。 また 、 目標 が達 成で きなか った場 合 は、類 似 の問題 を解か せ 、解説 して か ら、 も

う一度POINTに 戻 って解 きなお させて 、 目標 を達 成す るた めの学 習方 法 を理解 させ た。

そ の結 果 、生徒 に達成感 を感 じさせ る こ とが でき 、個 に応 じた指導 が な され る と判 断 で き

た 。STEPご とに 目標 を設定 して行 うこの方法 は 、観 察者 全員 が 肯定 的判断 を してお り、

高 い評 価 を得 た。「目標 設 定の 方法 を各教科 で 工夫 して研 究 してい けば 、他教 科 にお い て も

この手 法 は汎 用で きそ うだ」 とい う意見 が多 く上 げ られ た。

②D校 で の実践(化 学1>
一 年 で 「化 学1」 を行 って い るD校 で も

、2

回 に わた り授 業を実 践 し、 同様 のア ン ケー トを

行 っ た とこ ろ、表13の ⑥ か ら⑩ の 項 目にお い

て全員4の 評価 を得 た。 この研 修 の 回数 を重ね

る こ とで、理 解 と関心 が深 まった こ とが確認 で き る。 また2回 目に は 、観察 者 の率直 な意

見 を生 かす た めに、授 業 直後 資料 を作成 し、20分 の 間 をお くだ け で研 究 協議 を実 施 した。

生 徒 が設 定 した学習 目標 につ いて は 、 目標 を高 く設 定 して い た生徒 、低 く設 定 してい た生

徒 、 目標 と達成 ステ ップが ほ とん ど一致 して いた生徒 が そ れぞれ3分 の1ず つ い た こ とが.

わ か り、POINT設 定 の仕 方 が妥 当で あった との意見 が 出 た。3回 目もこのバ ランス に な

るよ うに 設定 した。 また 、ス テ ップ ご との難 しさの変化 を理 解 させ 、適 切 な 目標 を選 択 で

き る よ うに考慮 しな けれ ばな らない とも指 摘 を受 けた ので 、 目標 を選択 す る際 に助 言 をす

る こ とに した。

一49一



③E校 での 実践(化 学ll)

E校 では 「化 学Hjを3学 年 の選 択 講座 にて3単 位 で行 って い る・ 進学 を意識 し・授 業

に積 極 的 な生徒 も多 い が、 一人 一 人の 理解度 に差 が見 られ る。研 究 主題 を受 けて4観 点 評

価 を盛 り込ん だ学 習指 導案 を作 成 し授 業 を行 った。 単 元 は 「化学 平衡 」平 衡移 動 で あ る。

1時 間の授 業 で は、時 聞的 に制 約 が あ るた め4観 点 の評価 の うち3観 点 に絞 っ た。 事 前 に

各 自が3っ の重要 な学 習事項(POINT)の それ ぞれ に つ いて難 易度順 に設定 され た3段 階

の 目標(STEP)の うちか らひ とつ を選 び 、 目標 設 定 してか ら設 問 に取 り組 み 、 自身 の 到

達 度 を把 握 で きる よ うな授 業 を行 った。

生 徒 の 目標設 定 とそ の到達 度 、授 業 評価 につ いて調査

した とこ ろ、表14よ り、生徒 の授 業にお け る 目標 の到

達度 は56%で 、半数 強 の生徒 が 自分 の学習 状況 に対 し妥

当な 目標 を選 択 して い るが、表15の 授 業評価 の項 目①

「自分 の学 習状況 に合 った 目標 を選択 で きた」 と答 えた

生 徒 が 、73%(「 そ う思 う」 と 「だ い たい そ う思 う」 の

合 計)お り、17%程 度 のず れ が あ るe

これ らの 生 徒 は 自分 で 妥 当 な 目標 を

選 択 して い る と思 って も実 際 に は そ

うなっ て お らず 、 自己の 学習 状況 の 把

握 が 十 分 でな く、指 導上 留意 す る必 要

衰15生 徒の授耕 価

表t4生 徒の授葉到達度

4観点評価
目標
未達成
{刃

目標

達成(%)

目標以
上

違成く瓢)

知識・理解 36 64 o

思考・判断 27 55 18

實験 ・観寮の

按能・曇環
45 50 5

平均値 35 56 8

注.モう思訓4」臥 ゴ乱瓢 噛モう思う偲点).あ1駒 モう愚わ麺いem、 垂e7たくそう愚わ餐い(1点)

が あ る と考 え られ る。また 、 目標 に達 しなか った 生徒 は360/・ 、自己 の学 習状 況 よ り低 い 目

標 を選 択 した 生徒 は8%で あ った 。3年 生理科 系で 意欲 的 な生徒 が比較 的多 く、高 め の 目

標 を選 択 した 生徒 が多か った た め と考 え られ る。

生 徒 に よ る授 業評 価(表15)で は項 目③ 「STEPご とに解 説す る工夫が 個 人 レベ ル で

役 立 ったJの 評価 が高 く、7-・・8f,jの生徒 か ら今 回 のSTEPに よる学 習方 法に つ いて 、 肯

定的 な 回答 が得 られ た。 しか し項 目①② について は評価 が低 か った。 そ こで、 次 の授 業 で

各 自の 目標 選択や 達成状 況 につ い て助言 し、 さ らに 、STEPの 内容 を検討 し実施 した とこ

ろ 、数 値 が上昇 し改 善 が見 られ た。
表16敏 員の授巣観察教 員 に よ る授 業 観 察 の結 果 は 表16の 通 り

で あ る。 観 察者 は他教 科 も含 め全8名 で あ っ

た。項 目④ 「授 業確認 シー トのPOINTやSTEP

の 設定 は 良か った 」⑤ 「STEPご とに学 習 の方

法 を解 説す る工夫 は 良か った」 につい て は高 い

評 価 を得 た。 意見 欄 に 「今何 をや って い るの か難 易度 別 で分 か りやす く、理解 度 をSTEP

とい う形 で確 認で きる」「学 習 内容 がSTEPご とに深化 され て い る」「思考 か ら理解 へ進 め 、

指 導 内容 が構 造化 され て い る」な どの意 見が あった 。 表η研醐瓢 ㎜=か+

項 目③ 「授 業展 開は個 に応 じた指 導 と して有効 で あ

る」は3.0と やや 評価 が わか れ る。「難 易度 を知 らせ

Oxで 自己評 価 させ るの は 、生 徒 が興 味 ・関心 をも

って授 業 に 望みや す く、意欲 的 になれ る」「新 しい発

見 が あ り、刺激 に な る」とい う意 見が あ る一方 、「答 え あわせ が どん どん進 んで しま うため 、

生 徒 がPOINTご とにSTEPを ク リアで きて いるか よ く分 か らな い」「個 々 に 目標 を選 択 す

る意味 を理解 して いな い生徒 もい るの では ないか1と う問題 点 も指摘 され た。今 後 さ らに
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検 討 して い く必要 が あ る。

また 、授 業観察 シー トと研 修 につ い ての ア ンケー ト(表17)で は 、項 目⑥ 「観 察 しな

が ら授 業 シー トに記入 で きた 」⑧ 「専 門 用語 は障 害 にな らなか った」 ⑨ 「今 回 の授 業 を理

解 で きた」 は概 ね 良い評価 が得 られ た。 しか し、 理科 以外 の教科 か らは 「専 門用 語や授 業

内容 を理解 す るの は難 しか った」 と言 う意 見 もあ った。他 教 科 の教員 に授 業 内容 の理解 を

求 め るには 、低学年 の 必修科 目の方 が適 してい る と推 測 され る。 そ の他 「事後 に 自己の学

習 を振 り返 り、どこまで学 習 で きた か確認す るの に も有 効 で あ る」「1時 間 の授 業で これ を

す べ て ク リアす るの は難 しい と思 う」「意識 が高 く、自分 で どん どんや ろ うとい う生 徒 には

大変 有効 だ と思 う」「3つ のPOINTと 観 点別 評価 の 関係 が わか りに くい」な ど 自分 で は気

付 か ない 貴重 な意見 が多 く得 られ た。 項 目⑩ の評価 よ り、 ほ とん どの教 員 が教 科 を超 えた

校 内研 修 が有 効で あ る と答 えて い る。

(3)化 学 で の成果 と課題

今 回、 生徒 の活動 を観 察 した のは複 数 の教科 の教 員 で あ る。 実践 したす べて の学 校 で 、

こ の よ うな教 科 を超 えた研修 は十分 有効 で あ る とい う意 見 が多 く出 され た。 目標 設 定型 シ

ー トは他 教科 にお いて も参 考 に してい ただ き、 さらにそ の 実践 を また私 たち 自身 で参 考 に

してい くこ とが、 教員 ど う しの 自己研銭 につ なが る と考 え られ る。 しか し、 限 られ た時 間

の 中で よ り有 意義 な校 内研修 に発展 させ るた め、研 究授 業 の回数や 時 期 な ども計 画 的 に行

え る よ う検討 して い かな けれ ば な らない。今 後 チ ェ ッ クす るPOIMを 有効的 に観 点別 評

価 に対応 させ 、 どの 単元 で実 践す る際 に も精 選 して い くこ とが課題 で あ る。

IV研 究 の 成 果 と 課 題

「確 か な学力 」 を育成 す るた め、 評価 の4観 点 を踏 ま えた 「個 に応 じた指 導」 を授 業 実践

し、 教員 の授 業観察 を受 けた.観 察 の結 果 、生徒 に よ る授 業 評価 の結果 を集 約 し、 それ を も

とに研 究 協議 を行 い 、個 に応 じた指 導 の充実 を図 る方 法 を研 究 した。 そ の結 果 以 下 の こ とが

分 か っ た。

1教 科 を超 えた教 員間 で授 業直 後 に研 究協議 を行 い 、授 業改 善 に向 け具体 的 に議 論 す る こ と

が で き たeそ のた め に、教員 に よる授 業観 察 シー トの 内容 ・項 目を精 選 し、4観 点 の評 価 を

踏 ま え学 習指 導案 に対応 させ る こ とによ り記 入 、分析 にか か る時 間 を短縮 した。 更 に他 教 科

の教 員 に も記 入 を容 易 にす るた め一般 的 な項 目も精選 した。 ま た、個 に応 じた 指導 にっ いて

具 体 的 に議 論す るた め、項 目や 着 眼点 を授業観 察 シー トに明示 した。 以 上の工 夫 に よ り、授

業 の 改善 が で き、他 の教科 の教 員 か らも 自分の 専門科 目で も活用 で き る とい う評価 を受 けた。

2個 に応 じた指 導 と して、理 解 度や 実験 操 作の進 度 の異 な る生徒 に発 展的 課題 や補 充 的 課題

を与 える こ とは 、一人 一人 の生 徒 の学習 意欲 を引き 出す効 果 が あ る ことが分 か っ た。 ま た 、

生 徒 へ の4観 点別 の評 価票 の配布 、身近 な教材 の使用 、実験 プ リン トの視 覚化 等 の 工夫 で よ

り効 果的 な授 業 にな る ことが分 か った、

3事 前 に生 徒が段 階的 な 目標 を選択す る方 法は 、生徒 自身 に授 業 の 目標 を 自覚 させ る こ とが

で き 、妥 当 な 目標 を選択 で きれ ば大 きな達成感 が 得 られ る。 目標 を達成 で きな か っ た場 合 は

類 似 の 問題 を解 かせ 、 学習 方 法 を解 説 す るこ とで 個 に応 じた指 導 に 役立 っ。 段 階 的 な 目標

(STEP)設 定 は容 易で はな いが 、他 教科 で も使 える こ とが分 かっ た、一方 、個に応 じた指 導 と

4観 点別 評価 との対応 、研 究授 業の 回数や 時期 の 計画 性 、評価 項 目の さ らな る精選 に課題 が

残 っ た。 個 に応 じた 指導 を明確 に して、他 教科 の 教員 に授 業 を観 察 して も ら うこ とで、 教員

の授 業 力 向 上 に結 び つ く多 くの意 見 ・助 言 を得 る こ とが で きた。今後 、学校 間の連 携 を図 り、

そ の実 践 を私 た ち 自身 で学 ぶ こ とが 、充実 した 自己研 鎖 にっ なが る と考 え られ る。
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